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A Story of Water:

Ordinary L市es in Extraordinary Situations in Nishinomiya,1995(7)

Takashi Harada

Abstract: This is part of a study on the social situations after the Great Hanshin― Awai Earthquake in

1995.This paper focuses on the activity of a food company which has a well of rnineral water in Kobe.

The “life―lines" in the affected area were devastated.The company immediately distrlbuted large amounts

of PET― botded Πlineral water for free in the affected areao So for a while the company could not sell the

nlineral water across Japano At flrst the water was for dHnking,but after two wecks the staff of the company

who entered the area noticed that the suffe五 ng people needed a supply of water for other aspects of their

daily life: for bathing and washing clothes and so on.So the company packed the water into plastic bottles

and supplied some taps for water supply frollll the Well.About 50,000 bottles were supplied and 800 to 1200

people used the equipment daily.

In this pe五 od the rrlineral water was both for sale and supplied frec at the same tilne.

の

田原

1995年 ,地震のなかで生 じたできごとのひとつと

して,水について考えてみたい。大阪に本社のある総

合食品会社で,地震直後のことをインタビューさせて

いただいた。1996年 3月 ,地震がおきてから 1年余

り後である。

第 1部 水 ,その変容

水という飲みもの

地震のおきた直後は,どのような対応がなされたの

であろうか。

ただっもうその当時は営業よりもね,現地に対する支

援とか,あるいは流通さんでも頼るとこいつぱいありま

すからねえ,いろいろ片付けの手伝いからね,いろんな

ものを含めてね,それをやつていきましたんでね。私ど

も最初に現地に持つて行くものは何がいいのか……。普

通の流通でモノを売るというのは到底考えられない状況

ですよね。

一それはすぐにそう半」断された。

は い 。

一何か想定した手続きやマニュアルがあつたんです

か?

緊急対応時につきましては,緊急連絡網というのがあ

るんですね,大まかな。で,す ぐに対策をやる会議が開

かれましてね,ど うしようかということで。すぐに決ま

りましてですね,あれが確か 1月の 17日でしたね:17

日にすぐに決めましてですね,1月 20日 から27日 に

すぐに現地に製品をお届けしました。

一それが電話でうかがつた 11万個出したというもの

ですね。

そうです。最初はやはりこんなの初めてですからね ,

われわれも,それから現地も,何をどこに持つて行けば

いいのかわからないんですよね。対策本部に電話しまし

ても,まずかからない。何回かなあ,も う何百回とかけ

ましたよ。 [神戸市]東灘区の対策本部ありますよね,芦
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屋市役所とかね。そこに持つて行きましてもね,そこか

らなかなか運べないから,なるべく現地に持つて行こう

と決めましてね。大型 トラックで持つて行きますと小回

りがきかないから,小型トラックに分散しまして,11万

本,11万個を,神戸,芦屋,西宮=宝塚,伊丹の対策本

部にですね,20日と 21日 に分けまして,全部搬入した

んですよ。当然これだけのモノを備蓄しているわけじや

ないから,ほかのエリアから全部回収しまして,持つて

行きました。

非常に早い対応である。

-1月 20日 ,21日に出された 11万本が八ウスさん

の最初の物資供給だつたんですね。

そうですね。これはもうギリギリでしたからね。もう

トラックの手配から書類の手配からね。

一まず水というのは,ど ういう用途なり必要性をイメ

ージされてたんですか。

やつばりすぐに食べ,す ぐに飲めるもの。大が使えな

いだろう,それから多分水道は止まるだろう,一番困る

のは水じゃないかな,と。

一そのまま飲んでもらおうということですね。

そうですね。加工もせず,安心できるものをお届けし

ようと。だからその時は水だけじやなくて飲料とかね ,

「とんがリコーン」みたいなスナックとかね,それからゼ

リーみたいな,要するに加工しなくてもいいもの。要す

るにライフラインが切れてますよね,そ うするとすぐに

いけるものということでやりまして,途中で変えたんで

すけどね,この発想。

その後,水やスナックだけでなく,炊 き出 しの支援

もなされた。

炊き出し支援とか,その都度やつぱり連絡あつたりし

ますんでね。そのときにはどんなモノがいいつてこと

で。これも変化しましてね,2月の中旬くらいになりま

すとね。2月 の 14日 にカレーとかコシ∃ウとか七味と

か,そんなん持つて行つたんですよ。なぜつて聞いたら

ね,最初はね,す ぐ食べられるもの,弁当とか冷たいも

のでいい,と。ところがね lヶ月近くになりますと,メ

ニューの変化がほしい,というふうなことでね,カ レー

みたいなものとかね,なんか味付けするようなもの,そ

ういうようなものが大分増えましたね,ボランティアの

団体のほうから。ただよくわからないから,必ず行政を

通じてやらせてもらおうということで。必ず対策本部の

人間科学編 (2002年 3月 )

方を通じてやりました。

さて, ミネラルウォーターの材料である水は,神戸

市内で採取される。

我々の採水地は神戸市にあるんですよ。あそこが水源

なんですよ。そこで採水したものを,トラックで奈良の

工場に運びまして充填して製品化しています。現地では

工場を作る余地がないもんですからね。神戸で吸い上げ

たものを1無菌のまま,奈良の大和郡山に持つて行きま

して,そ こで工場でボトリングしまして,全国に運ぶん

です。

当時の製品の需要は,ど うなっていたのだろうか。

当然こうなりますと,阪神間だけじゃなくてね,急 に

増えたのが,ほかの都市もですね,震災時における備蓄

をしたいから,というのがドーンと跳ね上がりました。

一そねはいつから。

すぐです。

-1月中に。

ええ,もう 1月から。

一全国で。

全国で。特に東京を中心にしましてね。

一急に注文がドカつと来たんですか?

そうです。ところがうちは,す ぐに全国での供給体制

はできないと思いました。震災のど真ん中にありますか

らね。全国で定番はカットさせてもらいましたね。「水は

すみませんけど,お売りできません」と。「今ある分だけ

で売つてください」と。1月 いつぱいはもう供給できな

い体制でしたね。そのときはたぶん普段の何倍かの注文

があつたんですけども,われわれはその期間中モノを売

れなかつた。会社がですね,灘に水源があるので,まず

は現地に何とかしようということでですね,今あるもの

全部を神戸中心に供給したというのが現状なんですよ。

水源は大丈夫であった。

実は水源は全然異常なかつたんですよっしつかりした

採水坑でしたからね。そんなに建物ないわけですよ。も

う地下 100mだけが非常に重要なポイントで,あとポ

ンプがあるだけで,上には何もありませんからね。チェ

ックしたらポンプもあるし,水質も同じだつたんですよ

ね。だから「これ使えるな」と。ところが運べないです

よね。だからまぁこれはとりあえずは仕方ない。だから



全国の製品をカットしたんですよ。

ミネラルウォーターを日本で最初に発売 したのが ,

この会社である。

われわれは 1983年に出したんですよ。家庭用としま

しては初めてで,10年間くらい,う ちしかなかつたんで

すよね。水は買つて飲むものだとずつとアピールしまし

てね,それまでは水なんてお金出して買うもんじゃない

よと,そんな時代が続きましたね。

やがて, ビジネスチャンスがあるということで,他

の会社 も製品を発売 した。

2,3年前に今度は外国産がバーつと増えて,そのうち

に,も うあらゆるところから出ましたよね。

一売上そのものとしては震災前までずつと伸びてたん

ですか。

そうですね。90年入つてからまた急にのびまして,2
ケタの伸びできてましたね。90年,91年 ,93年 くら

い。3年ほどまえ冷夏ありましたよね。そのとき前年比

100パーセントくらいで,ち ょつと男りがあつたんです

よね。震災で,われわれとしましては lヶ 月近く供給で

きませんでしたから,その影響はあつて落ちたんですけ

ども,夏暑かつたからすこく売れましたから,それでま

あトントン。震災があつても,他の地域でね,最終的に

ははやつぱり前年の 150%く らいありましたから。それ

くらいのやはりすこい大きな動きがありましたね。

一どうしてそんなに売ねたんですか。

これはやはりお客さんがね,水つていうものは,ミネ

ラルウォーターは,おいしいものだつて分かつてきて ,

自分の生活の中にお水を飲むスタイルが入つてきたんで

すよ。特に都市部を中心として。ですから売れてるのは

東京,大阪,非常に多いんです。

一飲むつていうのは,あのまま飲料水として飲むつて

ことですね。

そうです。かつて 80年代そんなに急速に伸びなかつ

たのはね,水つていうのはある意味のステータスシンボ

ルみたいな感じでね,ある特殊な人間だけが飲む,普通

は水は水道の水でつて感じでしょう,だから水を,ミネ

ラルウォーターを,高いやつを飲むってのはね,おいし

いお茶を入れるときに飲むとか,赤ちゃんのミルク用に

とかね,薬を飲むためにとかね,特に今日はコーヒーを

沸かすためとか,そういう入れ方だつたんですよね。そ

れだとあんまり飲みませんよね。ところが 90年代に入
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りましてね,それをそのまま飲むというのが一番多くな

つたんですよ。コーヒーを沸かすくらいじゃ大して使用

量は増えないでしょ。ところが,そのままゴクゴク飲む

ということになればね。

―シーズンはあるんですか。

夏場は一番多いです。

一夏冬でどれくらい違うんですか。

今はね大分差がなくなりましたね。というのは,普通

の生活の中で飲むというような習慣をつけば,夏であろ

うが冬であろうが飲むんですね。やつばり夏にいつぺん

買つてみようかなつていう人は多いです。だから夏に多

いんですよ。トライアルユーザーつて言います。買つて

飲んだらうまいじゃないかっと。それからずつと自分の

生活の中に水の生活が入つてくるわけです。だから,夏

にトライアルユーザーが増えて,そのままずつと伸びて

いく。秋□からやめる人もいますよね。でも前の年の夏

の需要がね,次の冬までつながつていきますよね。夏が

非常に冷夏でね,トライアルユーザーが少なければ,冬

も少ないです。普通,シチューだと冬とかね,ラーメン

だと冬とかね,冷たい氷だと夏とかありますけど,水と

いうものは,水飲んだから夏かと言うとそうじゃなく

て。

一飲むという意味では年中変わらない,あまり季節差

がない形になつてるわけですね。

そうですね。そのあたりもまた 90年を境にして,業

務用と家庭用が逆転した年なんですよ。

一業務用つていうのはお店で?

水害」りで飲むための,あるでしょ?

一昔ボトルに入つて飲み屋にありましたね。

それが逆転したんですよ。それまでは巷のバーでウィ

スキーの水割り用に飲むというのが多かつたんですけど

も,それよりも家庭でペット [ボ トル]で冷蔵庫に入れ

て家族の方が飲むというのが多くなつたのは 90年か

ら。それから急速に伸びたんですよ。

そういう需要の拡大しつつあつた時に,地震が生じ

たのである。

生活用水という水

しかし,地震という非日常的な事態のなかで, ミネ

ラルウォーターの意味は,単 に飲むということではな

くなっていった。    θ

状況を見ていきましてね,一番やつぱり多かつたのは

水なんですよ。どんな水かというと,製品の水つていう

原田 隆司 :水 の 物 語



44 甲南女子大学研究紀要第 38号

のは飲むとかでしょ,と ころがずつと見ておりますと ,

水はけつこうあるな]と。ところが何が困つてるか,と

いうとやつぱり生活用水だつたんですよ。

一現地がどうなつてるかは,どういう方法で。

19日に現地に入りました。

一社員のかたが。

ええ,私も。私も行きました,現地に。7日 ぐらい行

ったんちゃうかなぁ。当時はね,下がゴロゴロでね,ま

だくすぶつてるところもありましてね,だから歩けない

でしょ。しょうがないからあの時は,電車で [西宮]北

□まで行つて:そ こで自転車借りましてね:自転車で灘

まで 2時間かけて行きました,みんな,か わりばんこ

に 。

一そういう役割だつたんですか。

これは,ひとつはね,やはり担当者は現場の状況を確

認せなあかん,稼動できるか,水を揚げられるかつてい

うチェックがありましたね。私はやつばリマスコミ対応

とか,どんどんどんどんマスコミ入つてきましたから

ね,「水はどうなつてる」とかね。

一マスコミは何を聞いてきたんですか?

工場あけても大丈夫か,とかから始まりました。ボラ

ンテイアの問題,支援の問題ではなくて,会社自体が大

丈夫か,から始まりました。それからどんどん変化して

いつて,「支援は」とかね。

生活用水 としての水 ということ。それは,足を運ん

だ現地での判断であった。

行つてみますとね,まず見ますと,横に川が流れてま

してね,そこで洗濯してたんですよ,皆さんね,そこで

水をくんではる。これ見るとね,結局やつばり水がない

なと分かりましたね。

灘区の救急病院,市役所,などなど避難の人がいつぱ

い来てはりましたよね。そこで寝てはりましたよね。ペ

ットボ トルとかお菓子,弁当はそこそこ持つてはるんや

けど,聞くと,生活用水的なものが,ど うしても水がい

っぱいいるんですよ,量がね。

それで,実は水源でね,す ぐに蛇□みたいなのをうち

の工場に作つてもらいまして,簡易蛇口を。水源からひ

つぱりこみましてね,普通は出せませんから。10本 くら

いの蛇口を作つて「どうぞ,く んでいつてください」と

いうようなことをずつとやつていきましてね。全部には

無理ですから,地元の方にね。

一それはいつ頃ですか?

これは 1月 21日 か ら,も う,す ぐですよね。20
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日,21日に [モノを]供給して,要るなというのがもう

わかりましたから,21日には「丼戸水あります」の表示

をしまして,生活用水を提供しました。本当は水はすこ

くおいしいやつだから,そのまま飲めるんだけども,―

応生活用水で使つてください,と いうことになりまし

た。初期は,1日 に 800人 から 1200人 ,い らつしゃ

いましたね。

しか し,こ れは会社の名前 も示 さない匿名的な活動

であった。

敷地内で,う ちの場合ね,あそこ表示をしてないんで

すよ。これもね=マスコミには一切言つてないんです。

というのは,これを言うとある意味ではいい話なんです

よね。ところがね,「八ウス食品」とは書いてませんし,

ハウス食品が供給してることも言いませんでした。なぜ

かと言いますと,われわれにしては水源つていうのは非

常に重要な場所なんですよね。そこでいたずらとかある

と,非常に僕ら困るわけでしてね。だからそこは,なん

かわからないという状況なんですよ。「ここは水源です

よ」なんて書いてませんから。看板もあげてません。

一デリケートなものですね。

だから極力これはあんまリオープンにしたくなかつた

んだけども,今回は特別な分でね,普段はもう全然そん

なことしませんからね,今回は緊急事態ですから。誰が

やつてるのつていうのは「どつかの会社がやつてるんち

ゃう」みたいな感じでね。だからマスコミ来てもね,出

来たら八ウス食品は出さないでほしい,ということで全

部お願いしましたね。

一それは難しい判断ですね。冷静に考えないと。思わ

ず「ここでやつてます」つてなりそうなもんじゃな

いですか,普通に考えれば。

われわれはね。そうしたいところですよね=広報とし

ては。マスコミでアピールしたい。先程の,11万本持つ

て行つたつていうのはこれはいいんですよ。「持つて行き

ましたよ」というのを社内外に言つてます。ところが採

水地でね,ず一っと lヶ月以上ありましたからね,供給

したつていうのはね,も うこれは言うまい,と。いいじ

ゃないか,と。別に現地の人にね,そねでありがたいと

思つてもうたらね。そういった判断をしまして。20日 は

ね,ち ょうど神戸市の水道局の方からお話がありまして

ね,実は千葉県の松戸市の方からウォーターパックと言

いましてね,水を,トラックありまして,簡易水道局み

たいなのがありましてね,それでこのくらいのね,パ ッ

クできるような機械を持つてきましてね,そ うするとわ



れわれは生活用水を渡せますし,飲料水はパックされた

分ができますんでね。20日から共同でやりました。

本当はね,そのままでもいいなあつていうぐらいの水

だつたんです。ところが水道法で,必ず塩素入れないか

ん,と か何かあるんですよね,水道水にするためには

ね。もったいないなあと言いながらね,最小限の塩素で

やつてもろたんですけどね。1パ ック 500ミ リリットル

なんですよね。それで 1日 ,1万から2万パック,それ

ぐらい出ましたよね,ずつと。

一八ウスさんに話があつたというのは,神戸市の方は

どこで水が手に入るかつていうのは知つていたんで

しょうか。

いや,このあたりのことはよくわからないんですけど

ね。あの頃は情報があちこち行きましたんでね。僕らも

ね,いつぱいあちこちに確認しましたよね。対策本部も

県も市役所も,それから水道局もね。「何をしよう」とか

「どうしたらいいか」とか。ちようどその前後でね,消防

局と水道局,ど うなつてるんか知りませんけどね,消防

局の方でもね,水がない,と。防火用水が。これをなん

とかしてほしいという案がありました。

一水道局も消防局も水源を探してた。

でしょうね。だから灘区の消防署に防火用水の供給と

かね,そねから被災地の六甲小学校,2800人分の生活

用水,プールのね,供給とか,それから大阪ガスの駐車

場,琵琶町というところですかね,そこもやつばり被災

地がありまして,そこもあの生活用水の供給,ま あこう

いうことをやつてたんです。だいたい 1月 20日以降で

すね。

結局このタイプでずっとやつていつたのはね,そうい

うふうな飲料水,生活用水,防火用水,それから銭湯用

水ですね,こ れは 1月 27曰 くらいから長田区,中 央

区,兵庫区,い ろんなお風呂屋さんに要請ありまして

ね,「みんな,お風呂に入りたいよ」と。

だから20日 前後はね,や つぱ水かな,と。それから

生活用水かな,と。1週間くらいしますとね,今度はお

風呂入らないと,やつぱり汚れてるし,と。どんどん変

化しましたね,水にしても,使い方が。

水源での水の提供はどうだったのだろうか。

1月 20日 に初めてやつたときは 15人でした。いら

っしゃつたのはね。それが 21日 には 200人。22日 か

ら|よ 1000人くらいになりましたね。

一ロコミで広がつて。

ええ。25曰 くらいには 1200人 くらいになつてまし
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たね。2月のフ日ぐらいまではね,800人 から 1200

人くらいはず一つとコンスタントに来ましたよね。飲料

水のパックも,やはり 1万から2万パック,毎日作つて

おりまして,周辺の避難所にも松戸市なんかが運搬しま

した。2月 の 8曰 くらいからですかね,ずつと減つてい

きました。1日 500,600になりました。避難所への運

搬もね,2月 のフ曰くらいからかな,70パーセントく

らいになりましたね。だんだん水道が接続されてきたん

だと思います。3月 にはいると 1日 に 10人 になりまし

たんで,で ,それ以降ね,悪いかなということなんだけ

ども,一応,横の方に 1本だけ水はいつでも使えるよう

にして。うちの方もやつばりだんだん仕事がね,も う2

月になりますとね,動くようになりましたから。当然。

一生活用水の蛇国も 3月 くらいまでは続けられたわけ

ですか?

そうですね。

一水のパックはいつまで続けられたんですか?

これはね,確か 2月 の末かな,それくらいまでだと思

います。

匿名の活動であったために,直接の反応はなかっ

た。

一何か反応とかありましたか,す こく喜んでくれたと

か 。

われわねは,このあたりはあんまリオープンにしなか

つたもんでね。われわれの役割としては,水をこ提供し

て,あとは業者さん,あるいはお風呂屋さんのジャンル

ですから,別 に住民の方の喜びの声というのは間かずに

ね。ただ新聞に載つてますから。

商品 としての水

この会社にとつて,本来,水というものは時間をか

けて市場を築いていったひとつの商品である。それを

支援に使うということは,どのような事態を生み出す

のであろうか。

マスコミに言わなかつたのは,完全に社内にとめてお

いたのは,全国にすぐにでも水ほしいというお得意さん

が来ますよね。お茶も出せませんと言いながらもね,そ

の出せない水をね,銭湯の水なんてと,それを言います

と地元ではいいんだけども,じ や,広島とか大阪とか東

京ではね,「銭湯の水にするくらいなら,おたくの棚が空

くのに,なんで商品送れんのや」と,当然お得意さん言

いますよね。だからアピールはしたいけどもできない
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し,お得意様の変な疑間を出しても意味ありませんから

ね,だからこれはもう秘めておこうということでやつて

ました。

一実際にはそういうお得意さんの問い合わせはあつた

んですか。

それはもういつぱいありましたよ。「とにかく今は工場

はあるんだけども,物流問題でモノが運べないから,し

ばらく待つてほしい」と言いました。被災地優先と言う

と,被災地の人はそれでいいんだけども,しかし売る方

としてはね,たとえば広島から要望ありますとね,広島

に売りたい。でも売るものがない。で,被災地優先つて

いうのは気持ち的にわかるけども………

同一の瞬間にひとつのモノが,あ る場所では支援物

資で,別 の場所では商品であるという事態が発生 した

のである。

店頭でいつたん商品をカットするっていうのがどんな

ことかと言いますとね,その商品をゴンドラに扱つても

らうためにはやはり相当に努力しますよね。商品がいい

し,お客さんも買いに来るつていうことをつくっておく

んですけどね。それをはずすんですよっわれわれの方が

ね。はずすということはね,当然空けるわけにはいかな

いから他のがいつぱい入るんですよ。それでまた復帰で

しょ,も うあります,他の商品が。「そこにまた元のよう

に入れてください」これは大変ですよ。「前の私のとこの

やから入れてください」「でももう入つてます」。当然そ

のためにいつぱい発注してますからね ,

一代わりのものを。

うん,だからなかなか最初入りにくいですよね。うち

が勝手にカットして,「復帰できましたから」言うてね。

でもそりゃ「やつと復帰したか。よしよし,わかつた」

と言うてくれる店はたくさんありましたけども,それも

全国なりますとね,す こい量ですから。日本中の棚から

全部やめてね,これも大変ですよね。そして,また戻す

つていうのは,これはもうとんでもない話ですよ。

一類似の商品があるわけですし。

そのときチャンスいうことで,バーつといっぱい入り

ましたからね。で,た くさん買うでしょ。当然,震災の

需要というのとね,流通なんかも,普通より多めに買い

ますよね。バックヤー ドにいっぱい余つてますよね。そ

こでうちが復帰したから入れる言うてもなかなかそりや

入りにくいですよ。そんな状況で大分苦労しました。し

かし,仕方ないな,と。頑張つてね,2月 3月 4月 5月

6月 と頑張つてちょつとずつ復帰していつて,正常に戻
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していってですね。その年の夏は暑かつたですからね ,

だからまた火がついてね。6月あたりからまた売れるよ

うになった。

―じゃあその分だけ考えても,夏ぐらいまではものす

こく特殊な状況だつたわけですか。大げさに言え

ば,ミネラルウォーターが販売,発売されて初めて

の 。

そうですね。うちはこの家庭用としては第―人者です

し,ある意味ではわれわれが作りあげたような市場です

からね。そこをあえて自分から撤退せないかんというこ

とはね,つ らかつたんですけども,仕方ないですわね
=

これ |よね。酒造会社さんが酒を作りたくたつてできない

のと同じわけです。うちは特に「六甲のおいしい水」で

すから,あそこの水じゃないとだめなんですよ。

一水以外にはその,そ ういう形の変化つていうのはあ

りませんでしたか。

それはないような気がしますね。阪神間以外はこく普

通の生活してますから。だから備蓄でね,なんかちょつ

とこれをっていうのはあったかもわかりませんけど,他

の地域は「大変だなぁ」と言いながらもね,普通の生活

してますから。

第 2部 水をとおしてみた現地

こうした非日常的な企業活動のなかでも,現地で活

動をするということが,さ まざまな意味をもらたした

ようである。たとえば,ボランティア活動。

会社自体は,ボランティアだから行けとかそういうこ

とは言えませんけどもね,ただ僕ら広報ですからリサー

チしまして,社員で行つてますね。実は社内報もやつて

ますけども,―部社内報の中にね,Good Peopleっ てコ

ーナーがあるんですよね。そんなコー方―を設けまして

ね,そこで現地でやつてる本人を紹介 したりしま した

ね。聞くとね,それまで自分らは全然ボランティアなん

て関心もなかつた。そりゃそうですよね。ところがやつ

ばり身近にそういうようなことがあるとね。大変だな ,

ということで私も行つてみようということで,日 曜日

ね。だからその人間なんか日曜のたびに行つてま した

ね。今日で 6回目とか言つて。現地に行くから衣類を ,

と言うたら,う ちの社員もね ,「これ持つて行つてくれ」

とか言つてね。

一じゃあ全体としすこくてうまく,水を中心にして ,

結果的にはすこくいい活動ができたつていうことな

んでしょうね。



結果はね。ただやはり売上とかいうことはね,当然落

ちてますからね。こりゃもうしょうがないですよね。こ

りゃもう全然別の問題ですからね。

一それはもう会社の責任とは全然違う次元の問題にな

つてるわけでしょう。

そうそうそう,これはね,も うどうしようもない。天

災の分でね。だからその状況下で自分たちは何ができる

か。こういうような水源つていうのもね,完全に閉鎖し

てね,ま つたくクローズするということも,ひとつの手

段としてありますよね。そうするとね,毎日ね,人間が

行かんかつても済む……,楽になるんですよ,僕らも週

に一遍いましたけどね,朝から晩までね,おつてね ,「い

らつしゃい,ど うぞ,こちらですよ」言うてね,これも

うけつこう大変でねえ,寒いしね,現地まで足がないか

ら最初は西宮から自転車で行つて,その次青木 [阪神青

木駅]まで行きましてね,今度は青木から歩いて,その

次ね住吉まで行つて,だんだん,こ う来たんですよ。そ

れでも最終住吉までからね,でも青木からでも歩くとや

つばり 1時間半,毎日皆行くんですよ,何人かはね。や

つばりこれを lヶ月近くやるとね,肉体的にも精神的に

もね,コス トもかかってるわけですから。もしもこれを

オープンしないということになればね,そんなことはも

う何もしなくてよかつたんだけども,でも自分たちの今

のできる中では何ができるかな,と いうことを考える

と,こ ういうことね,ま あ発想として上がつたんですよ。

しか し,現地に行 くという行動は, もっと積極的な

意味をもたらす。

そうそう,実はね,ずつとやつていきましてね,そう

すると当然水源つていうのはね,人間が張り付かないけ

ませんよね。で,け っこう朝 5時半くらいから皆,われ

われ奈良に住んでますから,奈良からず一つと行くんで

すよ,朝の 5時半に起きてね。最初ウワーつていったん

だけどもね,これやつてるうちにね,皆がね,仕事,生

産性のある仕事じゃないけどもね,やっばリボランティ

アやるとすこくね人間としていいことをやつてる,だか

ら朝 5時に起きてもね,全然しんどくない。だからね ,

こういつたことはすこくいいんですわ,人間としてね。

「俺はすこくいいことをやってる」。

一そこに行く方はどういう形で決まつたんですか?

あ,も うこれはもう,その水の担当の,工場の担当で

すから。

一毎日毎日もう,クタクタになるまでつてところまで

は行かなかつたんですか?
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だから交代制で,2日行つてから,その日は夜泊まつ

て。夜もやつばり誰かおらないとね,危ないですから。

だから夜泊まって,2日 交代くらいでずつと□―テーシ

∃ン組んでね,ずつとやつてましたけども。

一行つた人たちにとってはものすこくいい経験になっ

たんでしょうね。

うんうん。だからこんなチャンスはやつぱりないです

から。

一まぁない方がいいですし。

そりやねえないほうがいいです。ボランティアとかは

何かのきつかけなんですよね,多分。大阪におるメンバ

ーもね,なんかのきつかけで行つたらね,それなりの感

激はするんやと思うんですよ。チャンスがなかつたら,

きっかけがないとね=なかなか行きにくいもんですよ

ね 。

そして,現地で経験するということ。

やつばり行くとね,なんとかせなあかんってな気持ち

になりますよ。そりゃ皆さんね,市役所でもね,トイレ

の横にず一つと寝てはる,地べたに。「寒いやろなあ」と

思いますよね。テントもまだ川沿いにはいつぱいあった

し。1月の中旬に川で皆さん洗濯してはる状況見たりす

るとね。水はどうするか言うたら,トイレは全然流さな

いから言うて,「あ一大変だなあ」つて=そ りゃ感じます

よね。

一それはやつばリマニュアルではわからない,行つて

みないとわからないことですよね。

そうですね。行つてね,で ,ど うしようかな言うて

ね。そんなのここで出来ませんもんねえ。今の世の中 ,

まさか川で洗濯なんかしてるなんて,想像できませんも

ん。けつこう大変ですよね,た くさんの洗濯物を持つ

て,ず一つと下まで下りてつてね,下でザーつと洗つ

て,サーつと持つてつて。それ見るとね,生活用水を供

給せなあかんなぁと思いますよね。

マスコミの判断は,常 に画一的である。

―マスコミの取材つていうのは,す ぐは水が大丈夫だ

つたかどうかつて話で,その後はどんな取材が来た

んですか,あるいはあんまり来なかつたんですか。

うん,あんまり多くないですね。うちは倒壊してどう

つていうのはありませんからね。だからマスコミもそう

いうもんがないとあまりとりあげないでしょ。「いや,普

通です」言うたら,普通はあまり取材しませんから。
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現地での経験 ということを裏返せば,現地 とその周

辺だけの経験だということである。

その期間は当然商売になりませんし,物流が1まずお

店に持つて行けない。それから当時は購買ということよ

りもですね,支援の方が先でしたでしょ,ですからモノ

を買うというようなそういう状況じやなかつたですから

ね。当然その期間中=あ るいはそれ以降につきまして

は,阪神間の売上というのはやつぱり全部落ちてます

ね。

一売上自体が。

ええ,何がということじゃなくて。

-8月 にほぼ通常の状況で店頭に並ぶようになつて ,

その時以降,現在までの売れ方なんていうのは,阪

神間でもそう変化はないんですか。

阪神間はあります,もちろん。売上が落ちてます。阪

神間は水だけじやなくて,すべてのモノが落ちてます。

一今でもそうですか?

今でも。

一それはどうして。

特に最初,今はちょつとわかりませんけどね,や つぱ

り震災終わつてから半年間くらいはね,まず現地におい

て,こ ういうものについてはもう過剰でしよう,買わな

くたって。それから流通さんもやつてますけども,小売

り店では,買いやすい価格で提供してはるし。われわね

はもう早く元に戻りたいということでやりました。機能

がけつこうズタズタになつてるところもありましてね :

そこをなるべく早く復帰して,ということで,われわれ

も間屋さんに正常のものを流していきたいと思いました

し,だから売上は言いましたように全体的には落ちてま

すけども,でもあとはもう通常の営業活動ですから。

阪神間というような限定じゃないですからね。こちら

にある間屋さんつていうのは阪神間だけじやなくて,京

都も大阪も奈良も姫路も全部含めた問屋さんですから

ね。阪神だけやつてると,そんな小さいところありませ

んから。震災つていうのは阪神間の,ある一部でしよ。

だからそこの分とね,それ以外の近畿と含めたらね,そ

ら他のやつを全部足した方がずつと大きいですから。

一つまり,阪神以外のところは,震災以降,八ウスさ

んの商品の出て行き方からして,何も変わつていな

い 。
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震災は影響ないと思います。結局ね,売上は非常に厳

しくなりました。この数年ね。去年,一昨年。これは震

災だけじゃなくて,いろんな社会的な不安要素,これは

震災もありますよ,震災とかサリンとかね,そんな社会

的な不安要素と,それから景気が冷え込んで不景気で

ね,自分たちの生活の守りの姿勢というか,それから給

料がそんなに増えないかもわからないという不安とか

ね,そんなんもず一つとこの 2,3年間にありましたよ

ね。それによる財布のヒモの閉め方がきつくなつたため

に,売上が非常に厳しくなつた。そつちの方がずつと大

きいですね。そのうちに,一部,阪神大震災の,ああい

うぶ、うな不安感もあると思います。

一全体から見ればやつばり,ものすこく局地的な一時

的な出来事やつたんですか,全国からすると。

全国からするとね。売上からみるとね。だから僕らも

現地でおつたし,わ あこりゃもう大変なことでね,も う

戦争が起こつて大空襲のあとみたいでしょ。こらえらい

こった一つて感じになりますけども,―歩神崎川を越し

た大阪の人はもう普通ですもん,こ く普通で。僕ら大阪

帰る時は重装備で行きますよね,と ころが梅田を歩くと

ね。すこく違和感ありますよね=現地に入りますとね ,

マスクくらいしないともう目にゴミが入るような,全然

世界違うんですよね。あの川を境に全然違うよなつて感

じですたね。それが多分他の地域には伝わらないんでし

ょうね。最初の頃は「わ一すげ―すこいなあ大変だなぁ」

というのがあつたと思いますけども,阪神間から遠くな

ればなるほど感覚は,わからないかもわからないねぇ。

水 というものを通 して,あ の地震 について考えた

時,その局地性というものが露見する。

(2001.12.22 未完)

付 記
「非日常の中の日常 :1995年西宮」と題する一連の文章

は,こ れまで次の 6点 を『甲南女子大学 人間科学年報』
に発表している。

「ボランテイアの多重性」 (第 21号 ,1996年 )

「経験と表現」 (第 22号 ,1997年 )

「空間と生活」 (第 23号 ,1998年 )

「経験を語るということ」 (第 24号 ,1999年 )

「避難所の終わりと始まり」 (第 25号 ,2000年 )

「学校が避難所になる」 (第 26号 ,2001年 )




